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との標準誤差は 0.11 mm以下、繰り返しの測定値の標準誤差は 0.07 mm以下で、高い正確
度と再現性を示し、症例患者の治療評価では、全症例において詳細な三次元移動量を数値
化するこが可能となり、二次元評価では得られなかった有益な測定精度を得られたことが
示され、矯正治療の発展のために寄与するもので極めて評価できる。 
本審査委員会は、論文内容および関連事項に関して、口頭試問を行ったところ十分な回
答が得られたことを確認した。さらに、開発した三次元デジタルモデルシステムは今後の
矯正治療の発展に繋がるとの結論に至った。そこで、本審査委員会は申請者が博士（臨床
歯学）の学位に十分値するものと認めた。 
 
 
